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図 3：安曇野市の地下はどうなっているの？（北アルプスから三川合流部付近に向かって地面をケーキのように切った北半分を見てみましょう。） 

・北アルプスには、日本海など

の海から蒸 発
じょうはつ

した水蒸気
すいじょうき

が

雨や雪として降ります。 

・降った雨や雪は 烏
からす

川
がわ

などの河

川を通じて流れ下り、安曇野

の扇状地
せんじょうち

を 潤
うるお

します。 

・三川
さんせん

合流部
ごうりゅうぶ

では、犀川
さいがわ

、

高瀬川
た か せ が わ

、穂
ほ

高川
たかがわ

が合流し、

1 本の犀川
さいがわ

になります。 

・合流後の犀川
さいがわ

はさらに

信濃
し な の

川
がわ

に合流して新潟ま

で流れ下ります。 

 

・北アルプスや筑摩
ち く ま

山地
さ ん ち

は堅
かた

い岩

石によって作られています。 

・岩石は比較的
ひ か く て き

水を通しにくいた

め、安曇野市の地下の帯
たい

水層
すいそう

の

うつわになっています。 

・帯水層：地下水がたくさんたまる層 

・地下水の水温は、地表の気温に

関係なく、一年中 13 度前後の

ため、わさびの栽培
さいばい

に適してい

ます。 

・地下水が湧
わ

き出る三川
さんせん

合流部
ごうりゅうぶ

の

近くに、わさび田が作られてい

ます。 

・安曇野市の地下には砂礫層
さ れ き そ う

が何枚も

重なっています。 

・砂礫層は古いものから順に第四
だいよん

紀
き

更新
こうしん

世
せい

に堆積
たいせき

した片
かた

丘
おか

礫層
れきそう

、波田
は た

礫層
れきそう

、森口
もりぐち

礫層
れきそう

が重なっています。 

・その上に第四
だいよん

紀
き

完
かん

新世
しんせい

に堆積
たいせき

した礫層
れきそう

が

重なっています。 

・これらの砂礫層
さ れ き そ う

はすき間が多いので、水

をよく通すという性質を持っていて、安

曇野市の地下の帯
たい

水層
すいそう

になっています。 

△注意！必読のこと！！ 本資料中の説明は、あくまでも読図の一例であって、確定的な分析ではありません。実際の利活用にあたっては、地元の地形・地質や地下水等に詳しい専門家の助言や監修を受けるようにして下さい。 


